
・7名
（副市長、総合政策部長、
　行財政改革推進部長、
　政策調整課長、財政課長
　行政改革課長）

・最終評価への対応を指示

・予算や政策に反映

経常費の評価
(令和3年度 : 補助金等の評価, 令和4年度 : 臨時事業の評価)

255事業
（経常費事業から新規事業，企業会計の事業等を除外。）

評価結果は，次年度予算編成に反映させる。
中長期で取り組むものは継続してフォローアップする。

第一の視点　事業の要否
第二の視点　継続事業の事業費削減
（財源確保のほか，DX･業務効率化に取り組む。）

令和5年度 行政評価の概要

概要

スケジュール

各部局
行財政改革推進部

総合政策部

1次評価

行革本部会議 (開始）

6－7
月

8月

2次評価 （最終評価）

予算編成へ

・各部局が評価シートを作成

・6名
（学識経験者4名、公募2名）

・透明性、客観性の向上
・市民の視点からの評価

評価対象

評価結果
の取扱い

評価の
視点

資料６

① １次評価（所管部局の自己評価）

② 外部評価（附属機関「行財政改革推進委員会」の評価）

③ ２次評価（行政評価検討会議の全庁的視点からの評価）

多段階
評価

支出全体の5億円削減
財源確保
目標額

5月

4月

行政評価検討会議

外部評価 （諮問・答申）
　

（行財政改革推進委員会）
　

全 6 回を想定

行革本部会議 (報告)


